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研究成果の概要（和文）：本研究は地域資源の持続的管理における諸資本間の関係について考察した。地域資源
の管理は、住民の日常的な生活と定期的な共同作業を基礎として持続しており、その中で諸アクターおよび地域
の社会関係の中に技術と知識が蓄積されている。さらに、地域のおかれた社会・経済的文脈や地理的位置によっ
て、地域資源の活用の方向性も多様である。必要に応じて地域外からの支援を得つつ、地域に蓄積された資源管
理の技術と知識を活用・伝承することが、生活と産業を維持するための諸活動を安定して継続することにつなが
るといえる。

研究成果の概要（英文）：This study examines the relationship between various forms of capital in the
 sustainable management of local resources. The management of local resources is sustained based on 
the daily lives of residents and regular collective work, which accumulates technology and local 
knowledge within the social relationships of actors and the community. Furthermore, the utilization 
of local resources can take diverse directions depending on the social, economic, and geographical 
context of the region. By obtaining support from outside the community and utilizing and 
transmitting the technology and local knowledge of resource management accumulated within the 
community, it is possible to ensure the stability and continuity of activities necessary for 
sustaining livelihoods and local industries.

研究分野：人文地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、人口減少と高齢化の進む農山村において、今後の地域資源の管理のあり方を考える際の基礎的議論に
資すると考えている。農山村の共同的な社会関係は、その存在が自明視されたり、弱体化が懸念されながらもそ
の実態が十分議論されていない場合も多かった。本研究では社会関係資本をはじめとする諸資本の関係に注目す
ることで、具体的に地域資源管理の持続性を議論するための基礎的知見を提示した。今後の各地域における地域
資源管理を議論する際に、地域で共有された技術や知識、地域に賦存する資源とその管理状況を把握する枠組み
を提示することにもつながると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 人口減少や高齢化などを背景として、農山村の生活を地域外の人々との連携も含めて見直す
方向性が示されるようになった。こうした視点は、国内、海外の農村地理学における地域の「社
会関係」への注目の高まりというかたちで現れている。申請者は、地域の産業・生活の持続にお
ける「社会関係資本」の役割について研究を進めてきた。しかし、地域資源の持続的管理を考え
る場合、他の形態の資本（人的資本・経済誌資本など）との相互関係についても注目する必要が
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1図 研究の枠組み 
（Woods 2011をもとに作成） 

 
２．研究の目的 
本研究は、中山間地域における地域資源管理を支える諸資本（社会関係資本、人的資本、文化
資本、自然資本、経済資本）の相互作用について空間論的視点から明らかにすることを目的とし
て実施した。 
 
３．研究の方法 
農地・山林の管理や地域でのイベントの開催などについて、（1）農村のロカリティの変容（農
村の社会経済的位置づけの変化とそれに基づく実践）、（2）農村をめぐる表象（農村に抱かれる
イメージ）の現実との一致・不一致、（3）生きられた農村（生活者が自身の社会・空間的位置づ
けを解釈したうえでの生きられた経験）の相互作用に注目し、農村空間の生産の理論に基づき、
関係論的枠組みから分析した。 
 研究では、まず農業集落カードなどの小地域単位での統計データの分析と、地図資料、行政資
料等による地域の実態把握を進めた。次に、地域において聞き取り調査、現地観察を実施した。
聞き取りでは、地域資源の管理や地域行事の実施にあたってどのような社会関係が形成されて
いるのか、そうした関係がその他の諸資本のあり方とどのように関わっているのかを把握した。 
 
４．研究成果 
（１）方法論的検討 
 英語圏を含めた関連文献を収集・整理し、関係論的農村地理学の研究動向をレビューした。
人々の移動と地域間の人々の関係が変容するなか、地域の持続的発展や内発的発展を議論する
際にも、社会関係資本の重要性が指摘されるようになっている。また、各国の地域的文脈により、
そうした社会関係の役割にも差異が見られる。また、他の形態の諸資本との関係を考える場合に
も、日本における資源管理の文脈と欧米の議論との共通点、相違点をふまえた議論が必要である。
特に日本の場合、アジア的な地域内の協働の文脈と、経済発展による産業・生活の変化という二
重性をふまえる必要があることが示唆された。 
 
 
 
（２）現地調査に基づく地域資源管理の実態分析 



 新型コロナウイルスの感染拡大により十分な調査を行うことができなかったものの、複数の
農山村において地域資源管理の実態調査を行った。熊本県水俣市では、人口減少が進む中での地
域社会の共同作業の再編について継続的に把握した。担い手の不足により省略されていく作業
がある一方で、基礎的なインフラの管理や農地・水路等の管理作業は継続的に実施されている。
また、地域資源の空間的配置に関する知識が地域内で共有されることにより、災害等の発生時に
も迅速に復旧の対応が可能となっていた。とくに、そうした緊急時の対応では地域内での適切な
役割分担によって対応がなされており、日常的なコミュニケーションと資源管理作業の継続が、
安定した地域資源管理の実現に寄与していた。福岡県東峰村および長崎県平戸市においては、地
域資源を活用した地域イベントや観光案内の実施について詳細に把握した。研究対象地域では、
棚田などの農地が本来の生産活動にとどまらず地域振興や観光案内の場となっている。それら
の活動は、地域内の旧来の社会関係を基礎としつつ、地域外の諸アクターとの協働により実施さ
れている。 
 これらの地域資源管理の実態について研究枠組みをもとに考察した。まず、農村のロカリティ
の変容は、地域資源の活用の方向性に影響を与えている。特に、農業などの生産活動の位置づけ
が変化する中で、地域の基礎的な生活との関わりで地域資源の活用のあり方に差異が生じてい
た。農村をめぐる表象は、そうした地域の変化に直接的・間接的に影響を与えている。すべての
農山村の地域資源が観光資源化され得るものではないため、各地域の実情に即して地域資源の
持続的管理が検討される必要がある。さらに、生きられた農村における生活者の日々の実践は、
地域資源の持続的管理において重要な意味を持つ。必要に応じて地域外からの支援を得つつ、地
域に蓄積された資源管理の技術と知識を活用・伝承することが、生活と産業を維持するための諸
活動を安定して継続することにつながるといえる。 
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